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やる気の成る木 
～小さな長の強み～ 

常務コラム 
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いつも色々なイベントの幹事を 

 担当してくれる小川さん。 

  今回は初の新年会の幹事。 

   ドキドキのスタートです☆ 

続きまして、田村副部長から昨年の新年会以降、入社した

人の紹介です。中には、入社前にインターンシップとして

既に在籍している人も参加してくれました。ひとことずつ

挨拶してもらいましたが、みなさん恥ずかしがっており、 

こちらも思わず照れちゃう感じでした。 

帝京大卒 

中里さん 
城西大卒 

大田さん

 

 竹の塚本店 

中嶋さん 

昭和大卒 

高橋さん 

城西国際大卒 

菅原さん 

国際ﾃﾞｭｱﾙ 

ﾋﾞｼﾞﾈｽ専門卒 

篠原さん 

山田社長から一言いただき、 

いよいよ乾杯！ 

やる気の成る木 

常務取締役 井口泰成 
新潟薬科大学卒業後、薬剤師免許を持っているにもかかわらず、大手製薬

会社に MR として入社。その後、当時 1店舗だったヤマダ薬局に入社。 

私自身もそうでしたが、免許を持っていれば既に安定しているのに、より 

安定を求めて大きな組織に所属する人もいます。そこで薬学部を出ての、

安心・安定とは何かを考えながら、思うことをコラムにしています。 

「鶏口（けいこう）となるも、牛後（ぎゅうご）となるなかれ」というコトワザ

をご存じでしょうか。「大きな組織や集団に従うよりも、たとえ小さくても長に

なったほうがよいということ」の例え話です。 

では、「寄らば大樹の陰」というコトワザをご存じでしょうか。「頼りにするの

なら、より勢力のある者のほうが、安心でき利益もあること」の例え話です。 

 

さて就職を考えるにあたって、どちらのコトワザを参考にするとよいのでし

ょうか？30 年ほど前の話になりますが、経済成長が順調な社会においては、

「寄らば大樹の陰」であり、就職して組織に頼るなら、大きな組織のほうにメリ

ットが高かったことと思います。 

よりいい大学に入るとより大きな組織に入ることができ、年功序列式にそこ

そこ出世する。ローン返済の心配もせずに一戸建ての家を買うことができ、当

たり前のように退職金が支払われて住宅ローンが完済する。その後は、田舎

暮らしか蕎麦打ちでもしながら孫と遊ぶことができたのです。 

 

私たちの世代は、その時代を過ごした親たちに教育を受けていますので、

もちろん「寄らば大樹の陰」の考え方も理解できます。しかし現代社会は、ⅠＴ

系企業に代表されるように、起業しては倒産するという、まさに戦国時代のよ

うです。ひと世代前の平和な時代を参考にするより、過去の似た時代を参考

にすると先が見えやすいのではないかと思います。ちなみに「鶏口牛後」は

近年のものではなく、紀元前の中国の歴史書「史記」の中の言葉であり、中国

の戦国時代の言葉なのです。 

 

いつの世も社会人の誰しもが求める安心、安定といったメリットが大きな組

織にはあります。しかし本当に安定しているのでしょうか？今の時代は、独立

心をもつ気概のある人材を求めています。将来そんな「鶏口」になることを目

指して就職活動をしてみるのはいかがでしょうか？自分一人でもやっていけ

るスキルと経験を身につけるほうが、かえって安心、安定した仕事と言えるか

もしれませんよ。 



ほほう。社員みんなでビット数を競っているんだね。 

じゃあ僕が一年間、その様子を見守ってみようかな～！ 
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ちなみに昨年度の結果がこちら⇒⇒⇒ 

おっ、なんだなんだ？！何やら楽しそうだね～！ 

『ゲーミフィケーション・ヤマダビット・カート』とな。 

ヤマダビットって何ぞや？ 

ヤマダビット（YB）とは、社内独自の評価システムだよ。 

強制ではなく自主性によるイベント企画や勉強会開催、社内 

写真コンクールなどの参加でＹＢを貯めることができるんだ。 

そのため自分の得意分野を活かしてＹＢが稼げちゃうんだよ。 

ゲーミフィケーションって「ゲーム的要素を仕事に取り入れる」 

って考え方だから、ゲーム感覚で参加できるのも魅力的だね。 

店舗総合優勝は保木間支店。 

副賞もありビックリ！ 

なんとお酒も飲めちゃう？！ 

トロフィーでした♪ 

特集①でも紹介した新年会での出来事。 

食事が進み、盛り上がってきたところで、井口常務から 

ＹＢ（ヤマダビット）獲得数による表彰式がありました。 

店舗ごとの表彰、さらには個人賞の表彰もあり、大変盛り

上がりました！今回はその受賞の模様をお伝えします。 

個人総合優勝は三島支店

の深澤さん。 

季刊誌今回号の表紙にも

なっている、金のシャチハ

タが授与されました！ 

各店舗の代表者が集まり、表彰状をもらいました。 

各店、来年は（も）優勝をもぎ取るぞ！と意気込んでいました。 

また一年後のご報告をお楽しみに～！ 
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㊙ 

 

㊙ 

新入社員紹介のあとに、 

会社案内ＰＶのお披露目がありました。 

小林部長指揮のもと、ヤマダ薬局ＤＶＤ 

部隊が思考錯誤のすえ完成させた、 

素晴らしい映像です。 

 

そろそろお開き…と思いきや、サプライズ！ 

社長への還暦祝いで赤いチャンチャンコを着てもらいました。 

とってもお似合いです。周囲も笑いが止まりません。 

最後に社長から一言。 

『今年は皆の個性を 

活かして、さまざまな事に 

トライしてみよう』とのこと。 

自分らしさ、得意な物事を 

仕事に活かせるようステップ 

アップしていきたいです。 

最後は皆で集まって 

記念撮影をしました。 

一年間頑張りましょう！！ 

会社の歴史、新入社員インタビュー、

産休を利用した社員のインタビュー、

会社に求められる人材とは何か、など

見どころ満載です！ 

今後もより多くの方に見て頂けるよう

工夫してまいります。お楽しみに☆ 


